
（参考）低入札価格調査制度と最低制限価格制度の比較 

 

 

 

 

※ 最低制限価格より上で一番安価な者が落札 
 
【注意】上記の低入札価格調査基準価格、失格基準価格 

最低制限価格は参考値であり、実際の設計内容により 
異なります。 

※ 調査基準価格より下、失格基準価格より上で一番 
安価な者から順に調査を行い、合格した者が落札 

※ 上図の例では、A は失格基準以下で失格、 
B⇒C⇒D の順に低入調査を行い、B,C は不適当 
失格、D が合格（落札） 

失格 

失格基準価格 

(1 億 1,000 万円) 

最低制限価格 

(1 億 3,500 万円) 

Ｅ者(1億4,000万円) ＜落札＞ 

＜失格＞ 

Ｆ者(1億6,000万円) 

失格 

低入札価格調査基準価格

(1 億 3,500 万円) 

Ｂ者(1億1,500万円) Ｂ者(1億1,500万円) 

Ａ者(1 億円) Ａ者(1 億円) 

Ⅾ者(1億3,000万円) 

Ｅ者(1億4,000万円) 

Ｃ者(1億2,500万円) Ｃ者(1億2,500万円) 

Ｆ者(1億 6,000万円) 

予定価格(1億 5,000万円) 予定価格(1億5,000万円) 

Ⅾ者(1億3,000万円) 


